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（訂正・数値データ訂正）「2023年 12月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

 

当社は、2024年２月13日に開示しました「2023年 12月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部を訂正しまし

たので、お知らせいたします。また、数値データにも訂正がありましたので、訂正後の数値データを送信いたしま

す。なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

１． 訂正の理由 

「2023年 12月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の発表後に、計算の誤りおよび科目の振り替えについて相違

判明したため、記載内容の一部を訂正するものです。 

 

 

２．訂正の内容 ※変更箇所のみ抜粋 

１．2023年12月期の連結業績（2023年１月１日～2023年 12月31日） 

 

【修正前】 
（１）連結経営成績 （％表示は、対前期増減率）

 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2023年12月期 33,604 89.7 3,591 178.5 2,028 - 1,088 - 

2022年12月期 17,718 11.1 1,289 △42.2 △1,360 - △1,526 - 
 
（注）包括利益 2023年12月期 1,583 百万円 （-％）  2022年12月期 △1,516百万円 （－％） 

 

 

【修正後】 
（１）連結経営成績 （％表示は、対前期増減率）

 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2023年12月期 33,604 89.7 3,591 178.5 2,028 - 1,088 - 

2022年12月期 17,718 11.1 1,289 △42.2 △1,360 - △1,526 - 
 
（注）包括利益 2023年12月期 1,548 百万円 （-％）  2022年12月期 △1,516百万円 （－％） 
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【修正前】 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

2023年12月期 3,331 △2,846 △1,468 13,404 

2022年12月期 1,901 △17,518 12,101 14,444 

 

【修正後】 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

2023年12月期 3,686 △3,201 △1,468 13,404 

2022年12月期 1,901 △17,518 12,101 14,444 

 

１．経営成績等の概況 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

【修正前】 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は3,331百万円（前期比75.1％増）となりました。主な増加要因は、棚卸資産の 

増減額の減少（8,048百万円）、長期未払金の増減額の減少（△6,202百万円）です。 

 

 

【修正後】 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は3,686百万円（前期比93.8％増）となりました。主な増加要因は、棚卸資産の 

増減額の減少（8,403百万円）、長期未払金の増減額の減少（△6,202百万円）です。  

 

 

【修正前】 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は2,846百万円（前期比83.8%減）となりました。主な減少要因は、連結範囲の変 

更を伴う子会社株式等の取得による支出の減少（16,552百万円）、有形固定資産の取得による支出の増加（△ 

5,156百万円）です。 

 

【修正後】 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は3,201百万円（前期比81.7%減）となりました。主な減少要因は、連結範囲の変 

更を伴う子会社株式等の取得による支出の減少（16,197百万円）、有形固定資産の取得による支出の増加（△ 

5,156百万円）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．連結財務諸表及び主な注記 

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

（連結包括利益計算書） 

【修正前】 

（単位：百万円）

 
前連結会計年度 

（自 2022年１月１日 
至 2022年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 2023年１月１日 
至 2023年12月31日） 

当期純利益又は当期純損失（△） △1,484 1,234 
（中略） 

為替換算調整勘定 △6 348 

その他の包括利益合計 △32 348 

包括利益 △1,516 1,583 

（内訳）   
親会社株主に係る包括利益 △1,558 1,437 
非支配株主に係る包括利益 42 145 

 

【修正後】 

（単位：百万円）

 
前連結会計年度 

（自 2022年１月１日 
至 2022年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 2023年１月１日 
至 2023年12月31日） 

当期純利益又は当期純損失（△） △1,484 1,234 
（中略） 

為替換算調整勘定 △6 314 

その他の包括利益合計 △32 314 

包括利益 △1,516 1,548 

（内訳）   
親会社株主に係る包括利益 △1,558 1,403 
非支配株主に係る包括利益 42 145 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

【修正前】 

（単位：百万円）

 
前連結会計年度 

（自 2022年１月１日 
至 2022年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 2023年１月１日 
至 2023年12月31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
（中略） 

棚卸資産の増減額（△は増加） △8,165 △117 
（中略） 

小計 4,565 6,225 

（中略） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,901 3,331 

（中略） 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

（中略） 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式等の取得によ

る支出 
△16,840 △288 

（中略） 

投資活動によるキャッシュ・フロー △17,518 △2,846 

（中略） 

 

 

【修正後】 

（単位：百万円）

 
前連結会計年度 

（自 2022年１月１日 
至 2022年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 2023年１月１日 
至 2023年12月31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
（中略） 

棚卸資産の増減額（△は増加） △8,165 237 
（中略） 

小計 4,565 6,580 

（中略） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,901 3,686 

（中略） 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

（中略） 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式等の取得による

支出 
△16,840 △643 

（中略） 

投資活動によるキャッシュ・フロー △17,518 △3,201 

（中略） 

 

以 上 


